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意
見
を
聞
か
せ
て
！ 

 
 
 

―
明
治
の
町
村
合
併
と
戸
長
の
意
見
― 



1 

 

史
料
１ 

（
山
口
県
行
政
文
書
戦
前
Ａ
総
務
841
「
町
村
分
合
案
郡
長
及
戸
長
答
申
書
」
よ
り
） 

町
村
制
実
施
前
ニ
於
テ
町
村
分
合
ノ
方
法
可 

相
立
ハ
緊
要
ノ
義
ニ
付
テ
ハ
、
当
処
轄
内
ノ
義
ハ
山
口 

上
立
小
路
町
外
三
十
九
ヶ
町
ヲ
合
併
シ
山
口
町
ト
改
称 

可
相
成
旨
御
諮
詢
ノ
趣
承
諾
仕
候
、
小
官
ニ
於 

テ
ハ
別
段
意
見
無
之
、
尚
右
ニ
就
テ
ハ
処
轄
聯 

合
会
議
員
其
他
故
老
熟
達
ノ
モ
ノ
ヲ
招
集 

シ
及
諮
詢
候
処
、
更
ニ
意
見
無
之
候
、
此
段 

及
内
申
候
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
今
道
町
外
廿
ヶ
町
戸
長 

 
 
 

明
治
二
十
一
年
九
月
十
六
日 

 

河
村
彰
介
（
印
） 

吉
敷
郡
長
正
木
基
介
殿 

    

●
概
要 

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
十
三
日
に
、「
山
口
今
道
町
外
廿
ヶ
町
」
の
戸
長
河
村
彰
介
か
ら
吉
敷
郡
長
正

木
基
介
へ
提
出
さ
れ
た
答
申
書
。
河
村
が
戸
長
を
務
め
る
今
道
町
外
二
〇
ヶ
町
と
、
上
竪
小
路
町
外
一
八
ヶ
町
を
合

併
し
て
「
山
口
町
」
と
す
る
原
案
に
対
し
て
、
町
内
の
連
合
会
議
員
ら
と
協
議
し
た
結
果
、
原
案
に
異
議
な
い
旨
回

答
し
て
い
ま
す
。 

 

●
大
意 

山
口
の
上
立
小
路
町
ほ
か
三
九
ヶ
町
を
合
併
し
、
山
口
町
と
改
称
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
諮
問
の
件
は
承
諾
し
ま

し
た
。
私
は
別
段
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
連
合
会
議
員
な
ど
に
も
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
彼

ら
か
ら
も
意
見
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

      

（
古
） 

（
連
） 
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史
料
２
（
山
口
県
行
政
文
書
戦
前
Ａ
総
務
841
「
町
村
分
合
案
郡
長
及
戸
長
答
申
書
」
よ
り
） 

 
 
 
 
 

答
申 

 

過
般
町
村
制
実
施
上
ニ
付
、
町
村
分
合
方
法 

 

御
諮
問
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
奉
得
其
旨
、
帰
村
直 

 

チ
ニ
村
内
重
立
タ
ル
モ
ノ
ヘ
対
シ
御
旨
趣
篤
ト 

 

相
計
リ
申
候
処
、
予
テ
従
来
合
村
之
意 

 

ヲ
含
ミ
居
申
候
事
ニ
テ
、
当
度
上
郷
村
合
併 

 

致
度
ト
ノ
事
ニ
シ
テ
、
右
両
村
重
立
タ
ル
者
相
集 

 

リ
、
十
分
協
議
ヲ
遂
ケ
、
合
併
ノ
意
見
書
差
出 

 

申
候
、
然
ル
ニ
右
両
村
合
併
之
義
ハ
、
兵
吉 

 

ニ
於
テ
モ
其
意
ヲ
同
フ
ス
ル
処
ニ
シ
テ
、
将
来
彼 

 

是
地
民
ノ
幸
福
不
大
方
義
ト
被
存
候
間
、
何 

 

卒
此
際
右
両
村
合
併
、
更
ニ
村
名
小
郡
村 

 

ト
改
称
候
様
致
度
、
此
段
答
申
候
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
敷
郡
下
郷
村 

 

明
治
二
十
一
年
九
月
八
日 

 
 

戸
長
古
林
兵
吉
（
印
） 

吉
敷
郡
長
正
木
基
介
殿 

 

●
概
要 

明
治
二
十
一
年
九
月
八
日
、
吉
敷
郡
下
郷
村
戸
長
古
林
兵
吉
か
ら
吉
敷
郡
長
正
木
基
介
へ
宛
て
た
答
申
。
上
郷
村

と
合
併
し
、
村
名
は
小
郡
村
と
し
た
い
と
答
え
て
い
ま
す
（
県
庁
案
は
、
上
郷
村
と
下
郷
村
の
分
立
で
し
た
）。 

 

●
大
意 

町
村
分
合
に
つ
い
て
、
村
へ
戻
っ
た
後
、
主
だ
っ
た
も
の
と
協
議
し
ま
し
た
。
下
郷
村
と
し
て
は
上
郷
村
と
合
併

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
上
郷
村
の
人
々
と
も
十
分
に
協
議
を
し
て
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

私
に
お
い
て
も
両
村
の
合
併
に
意
義
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
両
村
民
の
幸
せ
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。（
そ
こ
で
）

今
回
、
両
村
の
合
併
を
実
現
し
た
上
で
、
村
名
を
小
郡
村
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
旨
答
申
い
た
し
ま
す
。 

   

（
主
） 
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史
料
３ 

（
山
口
県
行
政
文
書
戦
前
Ａ
総
務
841
「
町
村
分
合
案
郡
長
及
戸
長
答
申
書
」
よ
り
） 

 
 

臺
道
村
ヲ
大
道
村
ト
改
名
ノ
件
上
申 

今
般
新
村
名
ヲ
大
道
村
ト
改
ム
ヘ
ク
段
、
先
ニ 

上
申
仕
候
ニ
付
、
其
理
由
可
申
出
段
御
達 

ニ
依
リ
取
調
候
処
、
当
臺
道
村
誌
ニ
別 

紙
写
シ
之
通
リ
記
載
有
之
候
通
リ
ニ
テ
、
旧 

名
ニ
復
ス
ル
ノ
精
神
ニ
有
之
、
猶
且
臺
ノ 

字
ハ
字
画
繁
冗
ニ
シ
テ
記
載
シ
易
カ
ラ
ス
、 

不
知
々
々
台
ノ
字
ヲ
取
用
候
様
相
成
、
差
支 

モ
不
少
、
簡
便
ヲ
図
リ
、
往
昔
之
名
称
ニ 

復
度
、
別
紙
村
誌
写
シ
相
添
、
此
段 

上
申
候
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
敷
郡
臺
道
村
・
切
畑
村 

 

明
治
廿
一
年
十
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

戸
長
宮
原
勝
三
郎
（
印
） 

 

吉
敷
郡
長
正
木
基
介
殿 

 

●
概
要 

県
庁
は
、
臺
道
・
切
畑
両
村
を
合
併
し
、「
臺
道
村
」
案
を
示
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
戸
長
は
「
大
道
村
」
と
し
た
い

旨
答
え
た
こ
と
か
ら
そ
の
理
由
を
問
わ
れ
、
こ
の
上
申
で
そ
の
回
答
を
し
ま
し
た
。
な
お
「
別
紙
」
に
添
付
さ
れ
た

「
臺
道
村
志
」
は
、「
風
土
注
進
案 

臺
道
村
」（
山
口
県
文
書
館
『
防
長
風
土
注
進
案 

14 

小
郡
宰
判
』
395
頁
）

の
冒
頭
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
大
意 

こ
の
た
び
新
し
い
村
名
を
「
大
道
村
」
と
し
た
い
旨
を
先
日
上
申
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
理
由
を
示
す
よ
う
に
と
の

御
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
別
紙
に
添
付
し
た
「
臺
道
村
誌
」
の
と
お
り
で
、
旧
名
に
戻
し
た
い
と
の

気
持
ち
か
ら
で
す
。
ま
た
、「
臺
」
と
い
う
字
は
画
数
も
多
く
書
き
づ
ら
い
こ
と
か
ら
簡
便
を
は
か
る
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
す
。
別
紙
に
「
臺
道
村
志
」
を
添
付
し
て
こ
の
こ
と
を
上
申
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

※
別
紙
「
臺
道
村
誌
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
防
国
吉
敷
郡
小
郡
御
宰
判
之
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
俣
庄
臺
道
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
村
の
名
称
ハ
、
文
禄
年
中
秀
吉
公
名
護
屋 

下
向
の
時
、
古
道
を
改
て
大
道
を
開
き
玉
ひ
し 

に
よ
れ
り
、
後
に
臺
の
字
に
転
る
と
申
伝
ニ
御
座
候
、 

ダ
イ
ド
ウ 
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史
料
４ 

（
山
口
県
行
政
文
書
戦
前
Ａ
総
務
841
「
町
村
分
合
案
郡
長
及
戸
長
答
申
書
」
よ
り
） 

 

今
般
新
町
村
名
称
之
理
由
可
申
出
段 

 

御
達
ニ
拠
リ
取
調
候
所
、
両
村
名
ヲ
一
時
廃 

 

村
候
テ
ハ
大
イ
ニ
差
湊
之
廉
有
之
、
之
レ
カ
実 

 

例
ヲ
上
ク
レ
ハ
、
現
今
之
朝
田
村
ハ
故
黒
川
市
ト 

 

唱
エ
シ
ニ
、
先
年
組
換
之
際
黒
川
市
ヲ
廃 

 

シ
朝
田
村
ノ
名
称
ヲ
附
セ
リ
、
然
ル
ニ
其
際
隣 

 

村
エ
黒
川
村
ヲ
被
置
候
以
来
、
黒
川
之
文
字 

 

ア
ル
書
信
等
ハ
今
ニ
朝
田
村
ニ
持
来
シ
、
始
メ 

 

テ
黒
川
村
ニ
非
ザ
ル
事
ヲ
知
ル
等
ノ
類 

 

ニ
拠
リ
、
則
従
来
二
村
ノ
名
称
ヲ
其
儘
引 

 

用
ス
ル
訳
ニ
有
之
候
、
此
段
上
申
候
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
敷
郡
朝
田
村
・
矢
原
村 

 

明
治
廿
一
年
十
月 

日 
 
 
 
 
 

戸
長
武
谷
孫
惣
（
印
） 

 

吉
敷
郡
長
正
木
基
介
殿 

 
 
 
 
 
 

新
村
名 

 

矢
原
朝
田
村 

 

●
概
要 

 

「
黒
川
」
の
文
字
を
め
ぐ
り
、
地
域
の
混
乱
を
訴
え
、「
矢
原
朝
田
村
」
と
し
た
い
と
の
上
申
で
す
。
以
前
「
黒
川

市
」
の
あ
っ
た
地
を
朝
田
村
と
名
付
け
る
一
方
（
※
）、
隣
村
に
「
黒
川
村
」
が
置
か
れ
た
た
め
、
宛
先
に
「
黒
川
」

が
あ
る
書
信
を
朝
田
村
へ
持
っ
て
き
て
は
じ
め
て「
黒
川
市
＝
黒
川
村
」で
は
な
い
こ
と
に
気
付
く
と
い
う
の
で
す
。

そ
う
し
た
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
に
、
戸
長
の
武
谷
は
、
二
つ
の
村
名
を
そ
の
ま
ま
繋
げ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
、
と

上
申
、「
矢
原
朝
田
村
」
を
希
望
し
て
い
ま
す
（
県
庁
の
原
案
は
「
朝
田
村
」。
こ
の
上
申
に
よ
り
矢
原
朝
田
村
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
）。 

 
 
 
 

※
江
戸
時
代
以
来
の
「
黒
川
村
」
の
一
部
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
合
併
し
て
「
矢
原
村
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
あ
る
朝
田
村
は
矢
原
村
の
誤
り
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、「
黒
川
村
」
の
そ
の
他
の
部

分
は
、
明
治
十
二
年
に
恒
富
・
平
野
両
村
と
合
併
し
、「
黒
川
村
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

●
大
意 

こ
の
た
び
新
た
な
町
村
名
を
つ
け
る
に
あ
た
り
理
由
を
述
べ
よ
、
と
の
御
指
示
で
あ
り
ま
し
た
の
で
取
り
調
べ
た

と
こ
ろ
、
両
村
名
を
な
く
し
て
し
ま
う
と
大
い
に
問
題
が
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
今
の
朝
田
村
は
か
つ
て
黒
川
市
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
以
前
の
改
正
で
、
黒
川
市
を
廃
止
し
朝
田
村
と
名
付
け
ま
し
た
。
一
方
そ
の
時
に
は
、
隣
村

に
黒
川
村
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、「
黒
川
」
の
文
字
の
あ
る
書
信
な
ど
は
、
朝
田
村
に
持
ち
込
ま
れ
て
初
め
て
黒
川

村
と
は
違
う
こ
と
に
気
付
く
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
従
来
か
ら
あ
る
二
つ
の
村
名
を
そ
の
ま
ま
用
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
上
申
し
ま
す
。 

（
古
） 

ヤ
バ
ラ
ア
サ
ダ 


